
巻頭言

眼科は全診療科の中でも最も小さな臓器を対象に診断と治療を行っている診療科と言え
るでしょう。したがって，患者さんのみならず医療人であっても，眼科医であるならば眼
のあらゆる疾患に造詣が深く，対応可能と思われているフシがあるかもしれませんが，現
実は全くそうでないことについては眼科医自身が一番理解しているはずです。また，日進
月歩の医療の世界においては，診断方法から治療の考え方まで日々変化しており，その全
てを理解し実践していくことは至難の業です。したがって，自ずと一人では出来ることと
出来ないことがあり，自分自身で診断から治療まで完投できる疾患もあれば，治療はもと
より診断の段階からそれなりのエキスパートに頼らざるを得ない局面は数限りなく存在し
ます。実際，そのような状況を他者の知恵と力を借りつつ乗り越えることによって医療は
成り立っているとも言えます。
本臨時増刊号では，日常眼科外来診療の現場で診断や治療を進めていく際のポイントと

ともに，ある一線を越えた場合やはじめから一線を越えている病態に対して，より高度で
適切な医療を提供すべく，然るべき医療機関に紹介するタイミングに焦点を当て，それぞ
れの分野の専門家の先生にご執筆いただきました。むろん，紹介が必要な疾患や病態の全
てを本誌一冊の中で取り上げることは不可能ですが，角結膜，白内障・屈折矯正，緑内障，
網膜硝子体，ぶどう膜炎，眼瞼・眼窩・腫瘍，小児・神経眼科の各領域において，診断の
ピットフォールや紹介のタイミングを大変わかりやすく解説していただいております。
本臨時増刊号で，日常の眼科診療が少しでもグレードアップし，患者さんの福音となる
ことを編集委員一同，心より祈念しております。
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